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新 し い 学 力 観 に 基 づ

共 通 研 究 主 題

く 指 導 法 の 研 究

1共 通 研 究 主 題 設 定 の 理 由

これか らの学校教育では,激 しい変化が予想 される社会において,児 童が自ら進んで考え,

判断 し,自 信を もって行動できる力の育成を重視することが求め られている。 また,児 童一人

一人が豊かなよさや可能性を もち,そ れを発揮 しっっ主体的,創 造的に生きることがで きるよ

う,子 供のよさを生かす教育を重視する必要がある。

その具現化に当たっては,一 人一人の児童の内発的な学習意欲を喚起 し,自 ら学ぶ意欲や思

考九 判断九 表現力,行 動力などの資質や能力の育成を基本 とする学力観に基づ いて学習指

導を行うことが大切である。

こうした新 しい学力観に基づ く学習指導は,一 人一人の児童が 自分なりの生 き方や考え方な

ど自分の思 いや願 いに基づいて,経 験 したり学習 した りした ことを生か しなが ら,新 しい課題

に進んでかかわ り,自 ら思考 した り,判 断 した り,表 現 した り,行 動 したりすることを基軸に

して展開される必要がある。 このように して育成 された資質や能 力は,お のずと個性 的なもの

であり,児 童の学習や生活に生 きてはた らく力,児 童の 自己実現を支えてい くもの となる。

そのためには,教 師が中心 とな り,知 識や技能などを共通的に身に付けさせることを重視 し

て進め られて きた これ までの学習指導を見直 し,改 善 していかなければな らない。 また,教 師

の指示を待ち,自 分で考えたり判断 した りす ることが少な く,進 んで学ぶ ことに消極的にな り

がちな児童の学習観を変えてい く必要がある。

このような学習指導を推進す るに当た っては,

L一 人一人の児童に学習の課題をつかませ,進 んで課題の解決にあたれるようにする。

2.一 人一人の児童の思いや願 いなど、児童が内に秘めているものを積極的に発揮で きるよう

に支援するとともに,そ れ らを生か し,伸 ば し,高 めていくよ うにする。

3.一 人一一人の児童の特性や能力を積極的多面的に見い出 し,豊 かな自己実現 に役立っように

する。

以上のような改善の視点をもち,児 童の側 に立 った学習指導を展開 し,児 童 自らが主体的に

学習に取 り組む力を育てることが重要であると考え,上 記の研究主題を設定 した。
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ll研 究 の 内 容 ・方 法

1.各 分科会の研究主題にっ いて

新学習指導要領の目指す教育は,児 童の側に立つ学習指導を求めてお り,教 育の成果と して

児童にどのような学力を身に付けさせるかを明確に して学習指導の充実を図る必要がある。 し

たがって,教 師は,児 童一人一人が心豊かに主体的,創 造的に生 きてい くことができる資質や

能力の育成を目指す学習指導要領の趣旨や内容を踏 まえ,一 人一人の児童の成長の過程を見守

り,そ れぞれのよさや可能性を引き出 し育てるという指導観に立って,児 童の学習活動を支援

す ることが重要である。

そ こで,本 研究においては,① 自ら学ぶ意欲を引き出す問題提示の工夫 ② 自ら学ぶための

個々の多様な学習活動への教師の支援 ③個のよさを生かす学習指導 の3っ の観点か ら,各

分科会の研究を進めることに した。

各分科会の研究主題は,次 のとおりである。

・第1分 科会 一人一人の児童が自ら課題を もち,意 欲的に学習に取 り組む指導の工夫

・第2分 科会 児童が 自ら考え学ぶための教師の支援の在 り方

・第3分 科会 一人一一人のよさを生かすための指導の在 り方

2.研 究の進め方

共通主題を具現化す るために,各 分科会では次のような仮説を立て研究を進めた。

(1)一 人一人の児童が興味 ・関心を もつ ような問題提示を工夫 し,個 に応 じた学習活動の支援

をすることにより,自 ら課題を もち,意 欲的に学習に取 り組む児童を育成することがで きる。

(第1分 科会)

② 児童が学習課題をとらえ,自 ら解決を進めてい くための個 々の多様な学習活動を支援す る

ことにより,児 童は自ら考え学ぶ ことがで きるよ うになる。(第2分 科会)

(3>児 童の発想を生か した多様な活動を通 して,よ さを互いに認め合う学習を積み重ねてい く

ことにより,一 人一人のよさが生か され,更 に活動意欲を高めることができる。

(第3分 科会)

なお,研 究を進めるに当たっては,特 に下記の事項に留意 した。

① 実際授業を通 して,具 体的な指導の手だてを検討す ること。

② 共通研究主題の もとに 他の分科会の成果を生か しなが ら継続的な研究を進めること。

③ 先行研究の研究成果を踏まえて研究を進めること。

④ 授業の充実を期すために,人 間関係を深める学級経営を進め ること。
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III第1分 科 会

一人一人の児童が自ら課題をもち,意 欲的に学習に取り組む指導の工夫

1,分 科会研究主題設定の理由

これか らの教育において は,新 しい学力観,す なわち自ら学ぶ意欲 と思考力,判 断九 表

現力などの能力の育成を学力の基本 とす る学力観に立 って,学 習指導を構想 し,展 開す るこ

とが求め られている。

そこで,本 分科会では,自 ら学ぶ意欲は,一 一人一人の児童が進んで課題にかかわ り,自 ら

考え,判 断 し,表 現 したり行動 したりすることを通 して育成 されるものであると捉え,課 題

その ものが,児 童の主体的な学習活動を支えてい くエネルギーになるものと考えた。学 びの

基礎である学習意欲を喚起 し,高 めるためには,児 童 自身が学習課題をもち,自 分なりの方

法で,課 題を達成 してい く見通 しをもっ ことが重要である。

本分科会では,「 課題をもつ」とは,各 教科の 「単元のね らい」にそって,一 人一人の児

童が自分の問題と して捉えた時 と考えた。

したが って,一 人一人の児童に課題を自分の問題 として捉えさせるためには,教 師は教材

を工夫す るとともに,問 題提示の内容 ・仕方,個 に応 じた学習活動の支援の在 り方 にっいて

工夫を していく必要がある。そうすることによって,児 童が意欲的に学習に取 り組む ことが

できると考え,上 記研究主題を設定 した。

2.研 究のね らいと仮説

児童が自ら課題をもち,意 欲的に学習に取 り組むためには,ど のよ うな学習活動の工夫を

すればよいかを明 らかにす るために,次 のよ うな仮説を設定 した。

一人一人の児童が興味 ・関心を もつような問題提示を工夫 し,個 に応 じた学習活動

の支援をすることにより,自 ら課題を もち,意 欲的に学習に取 り組む児童を育成する

L些 が徽

仮説を実証するために,授 業を通 して,研 究を進めることにした。
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研究の構造図 一
新 し い 学 力 観 に 基 づ く 指 導
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第一 分科 会研 究主 題
一 人 一 人 の 児 童 が 自 ら 課 題 を も ち 、

意 欲 的 に 学 習 に 取 り 組 む 指 導 の 工 夫

研究の仮説

一 人一人の児童が貝味 ・関心 をもつよ うな間題提示を工夫 し、個 に応じた学習活動の支掻をすることによ
り自ら課題 をもち、 意欲的に学習に敢 り組む児童を育成することができる.

サ
研究の視点

過 程 謀 題 を つ か む 課 題 を 解 決 す る 課 題 を 達成 し、1発展 させ る
1

教
師
の
働
さ
か
け
・

指
導
の
工
夫

問題提示の工夫

一

個 に 応 じ た 学 習 活 動 の 支 援

o内 容
・ 挑戦意欲を引 き起こす もの
・ 成 ・t..a・達成感のあるもの
・ 既習経験が生かせるもの

・ 多様な考 えや方法で解決できる

もの{発 達段階亭個人差に応じ

て解決できるもの}
・ 発農的な内容 を含んでいるもの

O提 示の仕方

Oワ ークシートの活用
O場 の股定の工夫
O学 習形態の工夫
0教 育機器の活用
O補 助資料の活用
O具 体物の活用

O達 成の喜びを味わせ る
・自 己 評 価

・相 互 評 価
・教師の賞賛

O晃 展的鎌題への意欲づけ
・新たな課題をもたせる

児

童

の

取

り

組

み

課題をつかむ 既習事項を生かしての自力解決 自己評価 ・相互評価の発表

i
i予想を立てる 教 え合 ったり、歴 まし合った り

しなが ら、課題解決に取 り組 む

学習計画を立てる
教師の支援を受けながら、謀題
解決に取り組む

` 評
r

価 一一→
」

紗
育てたい児童像

O自 ら 学 ぶ 力 を も つ 児 童
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3.実 践事例(第1学 年 算数科)

{1)単 元名 「0のあるけいさん」

② 単元の目標

・0の ある加減法の意味を理解 し,用 いようとする。(関 心 ・意欲 ・態度)

・0の ある加減計算を,既 習事項を使 って考えようとする。(数 学的な考え方)

・加減の問題場面を式に表 したり,正 しく計算 したりすることができる。(表 現 ・処理)

・0の ある加減の計算の仕方を理解す る。(知 識 ・理解)

③ 研究主題との関連

分科会の研究主題である,「 一人一人の児童が自ら課題を もち,意 欲的に学習に取 り組む

指導の工夫」に迫 るために,一 人一人の児童が興味 ・関心を もつよ うな問題の提示を工夫 し,

個に応 じた学習活動の支援をすることに した。

低学年の児童が学び方を身に付けた目標 となる姿(「 授業のおさえどころ」より抜粋)

①自分で課題を見い出そうとする。

②自分な りになん とかや ってみようとす る。

③自分な りに解決 した方法や結果の確かめを しよ うとする。

④ 自分の した ことを説明 しようとする。

⑤ もっと簡単にで きないか考えようとす る。

⑥友達のやり方を知 り,自 分のやり方と比べようとす る。

⑦どんな ときにでもできるかなと考えようとす る。

⑧進んで取 り組み,集 中 して,く り返 し努力 しようとす る。

このように,課 題を自分の もの としてと らえ,何 とか して解決 していこうとす る態度 ・能

力を低学年のときか ら身に付けさせるように しなければな らないと考える。

そこで,低 学年 として大切に考えたいこととしては,以 下のことがあげられる。

(授業に入るま でに考え ること)

・児童の発達段階や学習の達成状況を考慮する。

・問題 は,身 近な もので,興 味 ・関心の もてる ものを考える。

・考えさせたい内容 と教える内容を把握する。

(授業の中で考えること)

・自力解決の場と時間を十分に確保す る。

・具体的操作活動を取 り入れる。

6



・絵や文を使 って自分の考え方を書 き表すようにする。

・自分の考えを説明す る。

・自分の考え と友達の考えを比較 し,似 ているところや違 うところに気付 くよ うにす

る。

・よりよい考え方,解 き方を見付けようとする。

算数の得手 ・不得手や生活経験や能力の違いなどから個人差が生 じて くる。個人差への対

応の仕方を工夫 して,一 人一人の考えを生か し,ど の児童に も学習に対す る喜びや成就感を

味わわせてあげたい。

上記の ことを考慮 しつつ,問 題提示 における工夫 と,個 に応 じた支援にっいて具体的に述

べ る。

〈問題提示 〉

問題提示にっいては,具 体的操作活動が取 り入れ られ る身近な もので,児 童が興味 ・関心

を示す ものという観点で,輪 投 げ遊びや金魚す くいがいいのではないかと考えた。

0の ある加法は,輪 投げ遊 びから入 って,輪 投 げ遊びの結果を もとに課題作 りをす る。そ

の時に,す ぐに立式するのではな く,輪 投げ遊びの結果をもとにして文章題を作 らせ たい。

文章題を作 ることによって,児 童の体験 と結び付いた式の意味をより明確に したいと考えて

いる。そ して,体 験 と結び付いた式から答えを導き出す ことを通 して0の ある加法の意味を

理解 させたい。

0の ある減法にっいては,輪 投げ遊びから入るのには無理があるので,児 童が体験 したこ

とのある金魚す くいか ら理解 させたいと考えている。

次に,個 に応 じた教師の支援については,課 題をっかむ段階と課題を解決す る段階におい

ての一人一人の児童への支援が考え られ る。

〈課題をっかむ 〉

本時においての課題をっかむ段階では,自 分で押 し進めて時間が余 って しまった児童に対

して は,0+0の ような計算になる文章題作 りなど,発 展的な活動ができるような指示をす

る。 まった く手がっけられないでいる児童には,ヒ ントカー ドを用意 しておき,途 中でっま

ずいている児童には,つ まず きの原因となっていることに対 して助言をする。

〈課題を解決す る〉

課題を解決する段階では,早 く終わ って しまった児童 には幾っかの課題を解決す るように

指示をする。計算式 は立てたが自信のない児童には自分が考えた計算式が正 しいかどうかを

z



おは じきなどを使 って確かあるよ うにさせ,課 題が解決で きないでいる児童には輪投 げ用具

を使 って体験を再現 させ ることによって,立 式で きるように支援 したいと考えている。

(4)児 童の実態

算数を好 きな児童が多い。嫌 いな児童は,10ま での数の加法や減法 に時間がかかるか ら

嫌だというのが一番の理 由のようである。0に ついては,1学 期 に20ま での数をや ったと

きに空位を表す ものと しての0を 学習済みである。実際の生活の中で,何 もないときには0

であるということは知 っていて使 っているよ うである。ただ,そ れを特別に意識 していない

し,ま してや,0を 使 って立式す ることはない。本単元では,0の 用い られ る場を,体 験を

通 して理解させ,0の あ る加法や減法の意味 も理解 させ たい。

(51指 導計画(3時 間 本時2/3)

第一次0の ある加法(2時 間)

・輪投 げ遊びをして記録する。(1時 間)

・0の あ る加法の意味を理解す る。

(1時 間……本時)

第二次0の ある減法(1時 間)

161本 時の指導

〔⊃本時の目標

・0の ある加法の意味を理解 し,用 いようとする。

・前時の輪投げ遊びの体験とつなげて文章題を作 り,

する。(数 学的な考え方 ・表現 ・処理 ・知識 ・理解)

②本時の展開

(関心 ・意欲 ・態度)

0の ある加法の計算ができるように

主 な 学 習 活 動 教 師 の 支援 と留 意 点

課

題

を

一
お話 の問題 を作 りま しょう。

1

(問題提示)
1

一
ら,文章題を作る。i

ト ー人一人の反応をiに 把握 し想 こ!

i応 じた指導 をす る。

i・ 文章題作 りがで きな い児童 に は,

{助 言をす る。
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うに指示す る。:
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・文章題を読んで立式 し,答 えを出すi

・お は じきや ブ ロ ックを使 って ,立 式 した

答えが 正 しいか ど うか を確 か め る。

・計算式 を発 表 し,話 し合 うJ

・立式で きない児童には,輪 投げ用具を

使って体験を再現する。

・1個 も入 らなか った場合について話 し合 ド0の 体験を児童全体の ものになるよう1

・0に あ る数 を た して も,あ る数 に0を た

して も,あ る数 は変わ らな い ことが分 か

e

・練習間題をする。一

・何人か の計算式 を板書 す る。

・1個 も入 らなか った式 を取 り上 げ る。

に輪投 げ用具 で再現 す る。 …

・集団思考 によ って考 え方 をよ り確実 なi

もの とす るよ う働 きか ける。l

l

・0の つ く計 算を ,何 題か取 り扱 う。!

(7)授 業の考察

「輪投げ遊びの結果を もとに文章題作

りを しよう。」と問題提示 したので,自

分たちが体験 した ことだけに学習への興

味があった。 自分がや った輪投げの結果

か ら課題作 りをす るということは,自 分

の問題にな るのでよか ったと思 う。 とこ

ち ゃ れ ん じ
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うが,1回 目か2回 目の どちらかに1個 も入 らなかった児童が多かったので,「0だ か らお

話の問題がで きない。」 「分か らない。」などの声が聞かれ,ど う表現 してよいのか迷 った

ようだ。一番多か った表現 は,「1個 も入 りませんで した。」で,「0個 で した。」 「0個

入 りました。」とい う表現 もあ った。文章題作 りをす るときに,か なり0を 意識 しなが ら考

えて いた。低学年の児童は,課 題作 りの過程で,課 題解決 もしているということが言える。

そのため,式 を立てて答を出す ときは,戸 惑い もな くスムーズにで きた。 自分の考えを絵や

図で表すときには,体 験を した輪投げだったのでや りやすか ったようだ。

児童 にとって,「1個 も入 らなか った。」 とい うことを,「0個 入 った。」 とみなす こと

は発想の転換を必要 とするだけにかな り抵抗があったようだ。本時ではそれぞれの表現にっ

いて考えさせる時間をとらなか ったので,次 時でその部分にっいて もう一度考えさせた。や

はり,「0個 入った とい う言い方はおか しい。」という児童がかなり見 られた。話 し合いを

してい くうちに,「 ロケ ッ トが発射する時に,5,4,3,2,1,0と い うか ら,0も1

と同 じ様に数え られるのか もしれない。、 「ビデオ も5,4,3,2,1,0と な ってか ら

絵が映 る。」などの意見が出された。0を 「数 としての0'と して とらえ ることが,児 童に

とっては新たな発見 とな り,数 の概念を深め ることができた。

4.研 究のまとあと今後の課題

本分科会では,一 人一人の児童が興味 ・関心をもっような問題提示の工夫を し,個 に応 じた

学習活動の支援を充実 させることによ って,一 人一人の児童が自 ら課題を もち,意 欲的に学習

に取 り組むことがで きると考え,研 究を進めて きた。その結果、次のような点が明 らかになっ

た。

q)研 究の成果

○一人一人の児童が自らの課題を もち,意 欲的に学習に取 り組むためには,問 題提示の工夫

をすることが大切である。

C課 題をっかむ段階での問題提示の工夫や,課 題を解決 してい くための問題提示の工夫をす

ることによ って,一 人一人の児童が自らの課題を もち,解 決 しよ うとする意欲が持続 した。

○意欲的な学習を持続 させるためには,具 体物を使って視覚に訴える方法,個 に応 じた支援,

ヒン トカー ド,ワ ークシー トなどが有効であ ることが実証授業を通 して明 らかになった。

② 今後の課題

C様 々な教科においての問題提示の工夫や個に応 じた支援についての研究 ・実践を深める。

C一 人一人の児童が自らの課題を もち,自 ら解決す る学習にっいての評価の研究を深める。

一10一



IV第2分 科 会

『　
1.主 題設定の理由

これまでの学校教育では,何 をどのように教えるかに重点が置かれて きた。それは知識の獲

得 ということが前提であった。新 しい学力観 に基づいたこれからの教育では,教 師の指導観を

転換するとともに,児 童の学習観 も転換 していく必要がある。

児童は本来,様 々な可能性を内に秘め,学 習や生活の向上を目指 したいという願望 をもって

いる。 このような欲求は,適 切な動機づけなどによって触発され,児 童は自分のもてる思考力,

判断力,表 現力,行 動力などを発揮 しなが ら自分の資質や能力を伸ば したり高めた りす ること

になる。 これ らが内発的な学習意欲となり,児 童自ら考え学ぶ原動力になると考え られる。

一人一人の児童が このような内発的な学習意欲に支えられて積極的に学習活動を行 うことが

で きるようにす るには,① 驚 きや疑問の中か ら,調 べてみたいことやや ってみたいことなど,

一人一人に学習課題をっかませ,② 自分なりの方法で調べたり操作 した りして,課 題を解決 し,

③ 自分の考えを自分の言葉でまとめて,学 習を深め発展 させる,こ とが大切である。

そのための支援 として,1興 味や関心が もて,多 様な追究が可能な教材を用意す る。n個 々

の児童の多様な解決方法に必要 となる教材を用意する。皿いろいろな解決方法や考え方を出 し

合わせ,思 考を深め発展 させる。 このような支援を随時適切に してい くことによって,児 童が

自ら考え学ぶ ことがで きると考えた,

以上の理由か ら,本 分科会では,共 通研究主題であ る 「新 しい学力観 に基づ く指導法の研究」

を受 けて,分 科会研究主題を 「児童が自ら考え学ぶための教師の支援の在 り方」 とした。

L.研 究のね らいと仮説

児童が 自ら学ぶ意欲を もって学習活動に取 り組む ことは,こ れからの変化の激 しい社会で生

きてい く児童にはぜひとも必要 とされ る資質である。 それは新 しい学 力観の柱で もあり,生 涯

学習の基礎を培 うことで もある。そこで教師は児童個 々の特性を考慮 し,一 人一人に合 った多

様な学習の取 り組みがで きるように して,個 性や能力を育成 してい くことが大切である。その

ためにはどのような教師の支援の在 り方がふ さわ しいかを研究す ることをね らいとした。上記

の分科会の研究主題と研究のね らいに基づ き,次 の仮説を設定 し,研 究を進めた。

1児 童 が学 習課題 を と らえ,自 ら解決 を進めて い くための個 々の 多様 な学 習活動 を支援 すl
l

iる ことに よ り,児 童 は 自 ら考え学 ぶ こ とがで きるよ うにな る。
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研究の構造図

(教育課程改善の方針)

0心 の教育の充実

O自 己教育力の育成

O基 礎 ・基本の重視と個性化教育の

推進

O文 化と伝統の尊重と国際理解教育

の推進

(指 導 上 の 課 題)
・児童の学習での自立をめざす指導

の視点が不明確である。
・個が生きる学習方法の教師の支援

が、不十分である。
・知識理解面の評価に偏りがちであ

る。
・児童一人一人の心惰に思いを寄せ

てかかわることが不十分である。

… 基 づ く指 導 法 の …

(教 育 課 題 の 重 点)'O人 権尊重
の教育の推進

0社 会性を育む教育の推進

O国 際理解教育の推進

O学 習指導の改善、充案

O生 活指導、進路指導の充実

O健 康、安全指導の充実

〈共通研究主題の分折〉

新しい学力観に基づく指導法では、

児童の内発的な学習意欲を喚起し、自

ら進んで考え、判断し、自信をもって

表現したり、行動したりできる資質や

能力を伸ばすことが求められる。

したがって、児童一人一人が自分の

思いや考えに基づいて進んで学習活動

がすすめていけるような、教師の支援

の在り方が重要となる。

第2分 科会研究主題

(児 童 の 実 態)
・情報収集先が多く

、知識量も豊富
である。
・直感力は優れているが

、これを自

分の考えとして表現することは苦

手である。
・問題の解決や体験的な学習に意欲

を示し、その学習環境が整えば、

自分なりの方法で解決に向かう。

児 童 が 自 ら考 え学 ぶ ため の 教 師 の 支 援 の在 り方

〈 研 究 の 視 点 〉

過程 課 題 を っ か む 課 題 を 解 決 す る 学習を深め、発展させる

・具体的事象や資料などから、興味 ・自分なりの予想や見通しにそって ・自分の考えを自分のことばでまと

児 や驚 き、 疑 問 など をもつ 。 解決の仕方を考えだす。 め る0

童 ・驚きや疑間などを自分の学習課題 ・これまでの学び方を駆使し,ま た ・自他の考えを比較し、自分の考え
の と して と らえ る。 自分にあったやり方で解決をすす を砲かめたり、修正したりする。

姿 ・とらえた学習課題に対して、自分 め る。 ・さらに調べてみたいことや碓かめ

なりに予想や解決の見通しなどを ・他の人のやり方や考え方も参考に てみたいことを考えだす0
も つ 。 した りしなが ら、 工夫 を重ね るO ・自分 の学 習 につ いて、 振 り返 る。

・興味や関心がもて、多様な追求が ・個々の児童の多様な餌決方法に必 ・いろいろな解決方法や考え方を出

可能な教材を用意する。 要となる学習材を準備する。 し合わせ、多面的な見方や考え方
教 ・自分でとらえた課題についての予 ・・視聴覚教材や図書教材など、解決 で、思 考 を深め させ る。
師 想や見通しなどを個々の児童に表 に必要な学習情報を提供する。 ・学 習 して きた こ とを、 児童 の 言葉
の させる0(課 題がとらえられなか ・追求に必要な時聞を保障する0 でま とめ させ る。

支 ったり、予想や見通しがもてない ・学習 形態 を工 夫 し、 生 かす 。 ・学習成果の発表の場を韻けるn
援 児童には補助資料の提示や助言) (個人追求と集団追求の効果的な ・欄 々 の成果 を認 め 、賞 揚す る。
ご個々の児童の、諌題のとらえ方の 紙み合せ) ・学習成果を発展させたり

、日常生
把握と以後の学習への対応をすす ・児童の学習能力や個性に応じた、 活などに適用したりできるような
め る。 袖助資料の提供や助言を行う。 場を、今後の学習の場で設ける0

「

〈 育 て た い 児 童 像 〉
・とらえた学習課題に対して解決をすすめていくなかで

.自 分の考えがもてる児童。
・自分なりの解決方法を見い出したり

、工夫したりして意欲的に追求できる児童。
・友だちの考えや新たに得た情報などから

、自分の考えを深めていくことができる児童。
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3,実 践事例(第4学 年 社会科)

{1)単 元名 玉川上水を開 く

(2)単 元のね らい

現在の私 たちによりよい生活に対する願 いと努 力があるように,昔 の人々にも願いと開発

の努力があ ったことを知 り,そ の工夫や技術,自 然条件などをっかむ ことがで きるよ うにす

る。

i3?研 究主題 との関連

く学習の課題を もたせるたあに〉

課題をっかむ段階で,教 科書の一枚の絵か ら気付いた ことを自由に発表する。その後,玉

川上水を実際に見学 し,そ こでの疑問や驚 きを見学カー ドに絵や文でまとある。課題をっか

むに当た っては,そ の児童の疑問や驚 きを大切 にしその児童 に応 じた学習課題を自分でつか

むようにさせる。

〈主体的に取 り組 ませ るために 〉

自分でつかんだ学習課題に対 しては,自 分で予想を立て調べてみたいという欲求を起 こさ

せ,そ の課題を解決す るためにはどうしたらよいかを考えさせ る。そ して,解 決 に必要 と思

われる資料や道具を書かせ ることによって児童の側か ら学習方法の見通 しを立てさせ る。教

師側の支援と しては,児 童が必要 とする学習資料や情報などを準備す るとともに,追 求 に必

要な時間を保証 し児童が自ら進んで学べ るように配慮する。また学習形態にっいて も個人追

求,集 団追求 どちらかを 自分で選択 し自由に学習させ る。

〈学習を深め発展 させるために〉

課題解決を進めてい くなかで各時間の終わ りに必ず中間発表の時間を設 け,い ろいろな解

決方法や考え法を出 し合 う。 さらにまとめの発表では,今 まで学習 して きたことを新聞や紙

芝居など自分の好 きな方法で発表す る。

〈学習を振 り返 らせ るために 〉

自己評価 カー ドを解決の始め(5時 限)と 終わり(8時 限)に 書 き,学 習意欲,学 習課題,

学習方法,学 習時間について自己評価す る。

〔4)児 童の実態

雰囲気は明 るく活発である。休み時間には暑 くて も外へ出て男子はサ ッカー,女 子 は雲梯

シーソー等で元気よ く遊ぶ。学習面ではグループ学習を好み,分 か らないことがあると教師

よりも友達に聞 くことが多い。授業中はどの子 も話をよく聞いてお り,知 識 は豊富である。
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反面,自 分で考えて計画を立てたり自分か ら進んで調べたり考えたりす ることは苦手である。

教師の指示を待つ ことが多 く,困 難な場面に出会 うと弱音を吐いたり諦めた りす る傾向が強

い。

玉川上水の学習については,「 玉川上水のことについて何か知 っていることがありますか」

の問いに対 し,「 羽村堰がある」3人,「 玉川上水が流れている」3人,「 玉川兄弟がっ く

った」6人,「 石や木の管を通 って江戸に水が行 く」1人 と答えたのにとどまり,半 数以上

の児童 は 「何 も知 らない」 「分か らない」と言 っている。羽村堰まで歩いていける距離に住

んでいなが ら意外に知 らないのが現状である。

(5)単 元の指導計画(11時 間扱い)

一 学習活動 教 師 の 支 援

1課題をっ
ト

iか む(4

1

時間)

○一枚の絵か ら気づいた こと,疑}○ 玉川上水のイメージが湧 くような補助資i
ijI

問や驚 き調べたいことを もつ①1料 を用意 してお くi

・玉川上水を見学する②P見 学の視点を示唆する一興味をもっ画
iI 　

○疑問や調べてみたいことを発表1不 思議 に思 った りした ことを見学 ノー ト1

する①1に 絵や文で まとあ させ る

iO課 題をっかめない子のたあに1
1
ll【
i',1

11
.補 助 資料の再提 示

2.こ とば掛 け,励 ま し,助 言
1

10学 習課題舶 分なりの方法で追
1

課題を解1求 する
ト

5

0多 様な解決方法に必要となる学習材の準

備

1決するi
ト

(4時 間)l

llI

i本 時(2
1

[時 間 目)1
コ く

a
ll

Il
ii

ll

I
I`

〉学習材により

掘る

担ぐ

測る(高 低差)

流す

[〉学習情報により

図書資料

視聴覚資料

実物模型

○解決に必要な学習情報の提供

ド 追求に必要な時間の保障
iO学 習形態の工夫(個 人追求,集 団追求)

iO補 助資料の提供や助言
}

l

i

i学習を深P今 まで学習してきたことを自分10児 童のことばでまとめさせる

一
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i

i

lせ る(31
i

]あ 発展 さ1の 好 きな方法で まとめ る一iO個 々の学習成果を認あ賞揚する

1

(6)本 時6/11時(追 求の2時 間目)

① ね らい

学習課題を自分なりの方法で追求 してい く過程で,玉 川上水を開 くための工夫や苦心に

ついて気づ く。

② 展開

分1 児 童 の 濡 動 教 師 の 支 援 ・ 配 慮 事 項

i[

:分1

i2 10本 時の学習の進め方を確認す る iG今 まで学習 して きたことを確認す る

i(見 学 ノー ト,学 習課題掲示)
ii

[○ 様 々な資料を活用 し,課 題を追求10資 料 コーナーに追求 に必要 と思われる資料を1

iし て い く　 　i

瞠 習材によりI

i隠l
lIi
i測 る(高低差)i
l「

iIl

il流 す1
ミ 　

li>学 習情報 により
1[

i図 書

視聴覚

b調 べてみたいところか ら調べ る1
11

■ ・分からないところは雄 や担任i

■ に相談するi
ヨ 　 　

liO資 料 か ら分か つた こ とや考 えたy

1331と を学 習 ノー トに書 く1
1分

[ 1

l

la

「分

用意する1

[〉学 習材 と して1

・鍬 ,っ るは し,天 秤,も っこ,玉 石,砂,

(掘 る,担 ぐ)

・スズ ラ ンテー プ,棒(測 る)

・木樋 ,じ ょうろ(流 す)i

i
>学 習情報 と して1

・玉 川上水 ,東 京算 数物語,羽 村 の歴史,江1

戸に水がやつて来た 囎)i

・ビデ オ 「玉 川兄 弟」 ,ス ライ ド 「堰付近 のl

l様
子 」,テ ープ 「玉川 上水 の解 説 」,写 真

1

地図,OHP(視 聴覚)

)・実物模型 として

木樋,立 体地図,水 門
1

10追 求の時間を保障する

0中 間発表をする iO互 いの発表を聞 き今後のまとめの発表に生かli
　 　

1すl

i。発表した子のよい点を認めるi
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学習環境

.〆
.,L

図書

地図

立体地図

テープ

黒板 qウゆ

スライ ド

水門

木樋

テー プ

鍬 砂

っるはし

もっこ

天秤

玉石

木樋

じょうろ

杜 虫 噌叫 学 「■「 ノ ー・ トN●.{∠ 」,

`9}月lID日EM`

ユ 。 調 べ て み た い こ と

工事嚇 売 鯛=]
a直 分 の よ そ う

今7.・"うて。(1イ 気 円 ぐ9q)

3,調 べ る の ●こ.tc・聾曜 な 資 章辱 や 道A

,1

{キ 、i
L-,,一 ・一一9-一 ・・一 一 圏・・一・一噛_一 咀・・一・・… 囎層▲1・一一・…r・ 一・・曹・+r冒 冒曽-噌7凸r冒 血一 ・-7'

4.調 べ て わ か う た こ と や 考 え た こ と

(7)考 察

児童の主体的な学習を支えるために児童

の驚 きや疑問を大切にし,そ れをきっかけ

と して自らの学習課題をっかませた。そ し

(さ らに.禽 ぺてδFい ことが卸つaつ た ら.跳 のa冒 ノー トへ⊃

て児童 自身に解決の見通 しを立てさせ,で 娃 …

匿蟹 碧顯餐璽糧 謄 工竺_竺
きるだけ児童 自身や児童櫓互の相談によっ

て解決を促 し,そ れを見守る姿勢をとった。 また,児 童 自らが学んでいこうとす るときに様

様な資料を用意 したり環境を整えたり手立てを提供 したりすることを本実践の支援 とした。

そこで この支援が,児 童の主体的な学習に有効であるか どうかを明 らかにす るため,授 業評

価資料 として課題解決途中に本学習について児童の意識調査を行った。

(課題解決の始め5時 限と終わ り8時 限に実施。 「とて も」を+2,「 少 し」を+1,「 ふ

っ う」を0,「 あまり」を一1,「 ぜんぜん」を一2>と して集計 しその平均値をカッコ内

に表す。)

○自分か ら進んで調べようという気持ちが もてたか(+o.75→+1,03)

○ 自分の調べたいことが はっきりしていたか(+0.83一+1.00)

○ 自分で調べるための資料があったか(+0.72→+1.16)

○ 自分のや り方で調べていくことができたか(+0.69→+1.03)

この調査結果及び教師による観察か ら,児 童は学習を重ねるにっれて自分か ら進んで調べ

ようとす る学習意欲や 目的意識が増 し,次 第に自分な りの学習の仕方が身に付 いて きたこと

が分か った。また児童はこの学習を玉川上水の新聞や紙芝居作 りといった手法でまとめ,ど
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の児童にも本学習のねらいである 「玉川上水を開 くための工夫や苦心」に関連 した記述が認

め られた。 これ らの成果 は児童の 「調べてみたい」気持ちを生か してその多様な解決方法を

保障 し,そ のために必要な学習資料等を整備するといった教師側の支援が有効であ ったか ら

であると考える。

しか し,児 童の中には学習能力や学習意欲の面 において,一 っの学習課題が解決 した後,

それを発展 させたり新たな学習課題を見いだ したりす ることが,困 難な児童が見 られた。 こ

れ らの児童に対 して助言などの個別的な支援を行 って きたが,対 応 しきれない場合はさらに

どのような支援の方策を講 じればよいか明 らかに してい く必要があろう。

4,研 究のまとめ と今後の課題

ア 研究の まとめ

本分科会では,児 童が自ら考え学ぶための教師の支援の在 り方 に視点 を当てて,新 しい学

力観 に基づ く指導法を研究 して きた。その中で,児 童が学習課題を とらえ,自 ら解決を進あ

てい くための,個 々の多様な学習活動を支援 していくことに着 目した。 そこでまず,「 課題

をっかむ」 「課題を解決す るユ 「学習を深め発展 させ る」の学習過程 ごとに,自 ら考え学ぶ

児童の姿 と,そ のための教師の支援の在 り方 を明 らかに した。そ して実証授業では,そ の1

時間だけでな く,単 元全体を通 して個々の持つ多様な興味関心や,個 性や学習能力に応 じた

多様な活動が展開で きるように工夫 した。

その結果,主 に 「課題を解決す る」段階での教師の支援により,具 体的な児童の姿 として,

次のような変容が明 らかになった。

・児童の多様な解決方法を保障す るような学習材や学習環境を整え ることで
,自 分な りの

解決方法で追求す るようにな った。

・視聴覚教材や図書教材など,解 決に必要な学習情報を適切に提供することで,意 欲的に

追求 しなが ら自分の考えを深めていくようになった。

・個性や学習能力に応 じた補助資料の提供や助言を行 うことで,一 人一人が 自分なりの考

えを もっ ことがで きるようになった。

イ 今後の課題

・ 「課題を解決する」段階だけでな く,そ の他の段階における支援について も,具 体的に

実証 してい くこと。
タ

・学習過程 ごとだけでな く,学 習活動 ごと,学 習形態 ごとな ど,別 の視点か らも支援の在

り方を研究 してい くこと。
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V第3分 科会一
一人一人のよさを生かすための指導の在 り方一

1.分 科会研究主題設定の理由

新 しい学力観は,児 童の内発的な学習意欲 ・思考力 ・判断力 ・表現力 ・行動力な どを学力の

基本とす ることにより,自 己教育力を高め主体的に活動で きる人間の育成を目指 している。学

習活動を行 うとき,児 童 は,個 々の生 き方 ・考え方 ・思いを もって,既 習の知識 ・経験 ・技能

を使 って意欲的に課題 に取 り組み,自 ら判断 したり表現 した りす ることによって成就感を味わ

い,更 に次への学習への意欲を持つ ことになる。

第3分 科会は,そ のような学習活動を展開するためには,一 人一人の児童のよさを生かす こ

とが大切であると考えた。そのために,教 師は,一 人一人の児童を個 として尊重 し,そ の興味

・関心を喚起できるような課題を設定す る。学習を進めて行 く中で は,個 のよさが発揮で きる

ような場の設定や方法を工夫する。 また,個 の 「よさ」が集団の中で認め られ,互 いに励ま し

合えるような学習形態を設定す ることも大切 となる。教師が,そ のような支援を行 うとき,一

人一人の個が生かされ,共 に高め合え る児童の育成がで きるのではないかと考えた。

このように,一 人一人の 「よさ」に着 目して学習を進め,更 に集団の中でその 「よさ」が磨

かれることにより,意 欲や向上心を育てることができると考え,本 分科会研究主題を設定 した。

2.研 究のね らいと仮説

一人一人の児童の 「よさ」を生かすためには,個 の 「よさ」が発揮 されなければな らない。

そのためには,児 童の期待や願いに基づいた学習計画を作成 して意欲的に学習させ,多 様な発

想を引き出す ことが大切である。また,学 習活動の内容や方法 について も,主 体的に選択で き

る余地を もたせて 「よさ」を生かす配慮をする。学習活動中に個の 「よさ」を共有す る場を設

定 して,児 童同士が認め合い,高 あ合 う活動をすることによって,よ り一層活動意欲が高まる

と考えた。 このような研究のね らいか ら以下の仮説を設定 した。そ して,一 人一人を生かす方

法,認 あ合い高め合 う場の設定の仕方,教 師の支援の在 り方 に視点をおいて研究を進あた。

　

1〈 研究仮説 〉児童の発想を生か した多様な活動を通 して,よ さを互いに認め合 う学習を積1

ヨみ重ねてい くことによ り,一 人一人のよさが生かされ,更 に活動意欲を高めることができ1-」
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研究の構造図
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O自 己評価をさせる

0栖 評価をさせる

・他の児童のよさを見付けさせる

K⊃教科目標にそった問題の提示

C囎 乍成

:騰 騰 野 るし力敏
られる課題に… る

C多 様な発想を引き出す場の設定

C塒 隊D確 保
Oワ ークシートの工夫

α-共 な賠
に応じる教材・

、 日,、

。雛撫 灘
蹟

。灘 鯉 分α申
o饗齢

灘論躍
1

一19一



3.実 践事例(第3学 年 社会科)

(1)単 元名 「商店がいと人々の くらし」(19時 間)

② 単元の目標

近 くの商店街 ・駅前の商店街 ・スーパーマーケ ッ トなどの様子を観察調査 して,そ れぞれ

の商店街が もっはたらきやその特徴に気付 くとともに,人 々の くらしと商店街のかかわ りが

分かる。

③ 研究主題との関連

①一人一人の児童の発想を引き出す工夫

・一人一人が十分に考え られるように時間を確保する。

・情報を用意 した り,助 言する。

・カー ドに考えを書いて黒板に貼る。

②よさに気付 く場の工夫

・個,小 集団,一 斉 という3つ の学習形態が もっ機能を利用 して,小 集団で話 し合った り

学級全体の場で 自分の考えを発表 して,互 いに考え比較 して違 うことやよい ことを見付

けなが ら,自 分のよさを確認す る。

③評価の工夫

・ 「よいところ発見カー ド」を利用 して,自 分や友達の態度面や着眼点のよさに気付 くよ

うにす る。

・一人一人の児童の学習の進み具合いや伸ば したい ことを個別に評価 して指導に役立て る。

(4)児 童の実態

大半の児童が一人で近隣の商店 に買い物に出かけていて,商 店や商品に対す る経験や知識

がある。児童達は,自 分達で考えた課題を友人や グループで,実 際に行 って見たり聞いたり

して調べたいという願いを もっている。 また,調 べて分かったことや自分の考えを話 して伝

えたいと考えている。

(5)指 導計画(19時 間扱い)

①オ リエ ンテーション(1時 間)

②家の近 くの商店街(7時 間)

③駅 ビルや駅前の商店街(4時 間)

④商店がいの工夫や協力(5時 間)

⑤まとめ(2時 間)
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(6)本 時の指導(15/19)

① 目標 利用客の多い店について,そ のわけを話 し合いなが ら調べたいことを整理 して,見

学の計画を立てることができる。

②展開

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容 よさを生かす手だて よさの視点 留 意 点

つ1.

か

む1

5

分

課題をつかむ。

○買 い物調べの結果か らよく利

用される店を明 らかにす る。

○よ く利用されるわけを予想 し

確かあたいことや もっと調べ

たいことを話 し合 う。

・いろいろな品物が一度に買

え る。

・品物の値段が安い。

調

と

す

に

こ

認

前

た

確

。

・

べ

を

る

1「 」の店がよ く利用 され
・よ く利

4

るわけを確かめるには,ど んな 用 される

ことを調べたらよいか話 し合 っ 店の名前

1て 見学の緬 を立て ましょう・
を書き入

i れ る。

…2. 見学 して確かめたいことや詳 し

1

,〈 一 人一 人を生 かす>
i 1

い1く 調べ てみ たい こ とを カー ドに ・一 人一 人気付 いた こ
i

3

.自 分の爵'か ド

き

ゅ

う

す

る

書 き出す。

0店 内の陳列の様子。

・どんな種類の品物が置かれ

ているのか。

○品物の値段

とをカー ドに書かせ

る。

・思考時間を十分にと

る。

〈個に応 じる支援 〉

見 を カー ド1

に表 現で き

る。

●根気よ く1

は一枚 に

一一つ の こ

とを書か1

せ る。i
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3

35

分

・同 じ品物で も値段が安 い。

○働 いている人の様子。

・レジの人の様子。

○広告の こと。

・ち ら しを くば る・ い ことに気 付か な し・1

カー ドに同 じことを書いた児童1児 童 には,出 た もの

が集まってグループを作 り,調1の 中から選択 させ る

べたいことやその方法を話 し合1・ 必要に応 じて,助 言

1
い見学の計画を立てて ノー トに1す る。l

i

整理する。1<学 習形態の工夫>

1'小 集団を利用 して・

1自 分の意見を出 しや

1 す くす る
。

1

1・ 調べ た い ことに気 付1思 考す る。
1

かない児童に,情 報

1を 提供す る。

i.ど うして も調 べた
1

・近 くの

スーパ ー・

マーケ ッ]

圷 の写真

ビデオ。

・考えを類 ・同 じ点

型化できる 異なる点

1に 着目さ

i

iせ る・

く

・集団 の中1

で意見が言1

え る 。

ii

ま 回.

1と1}

め!

齢
1」

i5…

囹

i

グループごとに見学の計画を発

表する。

他のグループの発表を聞 き,調

べたいことや調べ る方法の着眼1

点が 自分達 と違 うものがあるこ

とを認ある。

〈学習形態の工夫 〉

・学級全体で話 し合い

着眼点の違いを認め

る機会とす る。

・自分 とは

違 う着眼点

に気付 き認

め られ る。

・よい と

ころ発 見

カー ド。

_」
人端 燗 く_

雛 鯛 。加 でt.

③評価

「… だ… … と・・ 書 ・ ・

OOく ん ・発 嬉 う水臨 割 して・双l

t初 ・ぽ ・覧 るほ猛 ℃なっこく 、

.誌 茄 麹 勉 ゐあZモ 」て」

・利用客が多いわけを進んで話 したり,調 べたいことをカー ドに書けたか。

・同 じ点や異なる点に注目して人の話 を聞 き他の人の着眼点のよさが分か ったか。
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(7)考 察

本時の学習では,一 一人一人の児童に自分の考えをカー ドに書かせて黒板に貼 らせた。児童

は,自 分の考えが必ず取 り上 げられるということが分かっているので意欲的に考えよ うとし

た。そ して,多 くの児童の発想を引き出す ことができたn

また,学 習形態を,個,小 集団,一 斉指導へ と変化させたのであ るが,個 での学習では,

十分に時間を確保 して,一 人一人の考えを引き出すことにつ とめた。小集団の親和的な雰囲

気は,話 しやす くするはたらきがあり,考 えを深め合 うことに役立 った。一斉指導の場では,

互いの着眼点の違いを認め合い,そ のよさに気付かせることができた。

そ して,そ れぞれの学習形態の機能を活用す ることが,個 のよさを発揮 させ,一 人一人の

よさを認め合いT生 かす ことにっながることが分か った。

今後の研究の課題 としては,児 童が課題に対 して取 り組む時の視点を広げ,多 様な発想を

引き出す課題はどのようなものがよいか。児童が課題を追求 している時に,教 師はよさを引

き出すために,ど のよ うな支援をすることがよいかが考え られる。

また,小 集団で活動中の児童を評価 して,そ のよさを認めるためにはどのような評価方法

を用いればよいかを工夫す る必要 もある。

4。 研究のまとめと今後の課題

本分科会では,児 童の発想を生か した多様な学習活動を通 して,「 よさ」を互いに認あ合う

学習を積み重ねてい くことによって一人一人のよさが生かされ,更 に活動意欲が高まるであろ

うと考えた。実証授業では,児 童の発想を大切に し,選 択す る場やよさを認め合 う時間を確保

する工夫を した。その結果,次 のようなことが明 らかになった。

(17研 究の成果

・個の特徴を押 さえて学習過程を組むことにより
,児 童一人一人のよさが生か されるように

なった。

・選択をする場を多 く設定することにより,児 童の創意工夫が見られるよ うになった。

・互いに認め合 う活動を工夫することにより,一 人一人が進んで知識や技能を身に付けるよ

うになった。

(2)今 後の課題

・学習場面でどのようなことを 「よさ」として とらえ るのか,明 確な視点を もつ。

・児童の発想や選択を生かすことと,教 科のね らいとのずれを調和 させ る方法を工夫する。

・児童一人一人の願いや思 いを生かすための支援の在 り方を工夫す る
。
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Vl研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

1.研 究のまとめ

共通研究主題 噺 しい学力観に基づ く指導法の研究」に迫 るために,本 年度は3っ の分科会

を構成 して,研 究に取 り組んだ。

本研究では,① 自ら学ぶ意欲を引き出す問題提示の工夫(第1分 科会)② 自ら学ぶための支

援の在 り方(第2分 科会)③ 一人一人のよさを生かす指導の在 り方(第3分 科会)と,各 分科

会がそれぞれ研究を進める視点を決め,構 造図を作成 し,研 究のね らい,仮 説,方 法を授業実

践を通 して明確にすることに努あた。

その結果,研 究のまとめと して,次 の3点 が明 らかになった。

(1)一 人一人の児童が自ら課題を もち,解 決 しよ うとする意欲を持続 させるためには,っ か

む ・解決す る段階での問題提示を工夫す ること,ま た,具 体物を使 って視覚に訴える方法

や ヒントカー ド,ワ ー クシー トなどの個に応 じた支援が有効であることが実証授業を通 し

て明 らかにな った。

(2)児 童の多様な解決方法を保障す るような学習材や学習環境を整えた り,解 決に必要な学

習情報を適切に提供す ることによ って,自 分なりの解決方法で意欲的に追求 しなが ら自分

の考えを深めていけることが分か った。

(3)個 の特徴を押さえて学習過程を組み,選 択す る場や互いによさを認め合 う活動 をす る場

を多 く設定す ることによって,児 童 に創意工夫する態度や意欲の高まりが見られ,一 入一

人のよさが生かされるようにな った。

2.今 後の課題

本年度は次の点が課題と して残 った。

(1)様 々な教科における問題提示の工夫や個に応 じた支援にっいての研究 ・実践を深めるこ

と。さらに,一 人一人の児童が自ら課題を もち,自 ら解決す る学習についての評価の研究

を深めること。

(2}「 課題を解決する」段階だけでな く,そ の他の段階における支援 について も具体的に実

証 してい くこと。また,学 習過程だけでな く,学 習活動ごと,学 習形態ごとなど,別 の視

点か らも支援の在 り方を研究 してい くこと。

(3)学 習場面でどのような ことを 「よさ」と してとらえるのか,明 確な視点をもっ必要があ

る。 また,児 童の発想や選択を生かす ことと教科のね らいとのずれをいかに して調和させ

るかについて指導の在 り方を工夫する必要がある。
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